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鮫川村
②学校と地域

の課題

03 学校支援
ボランティアの

確保・育成

・昨年度までに教職員とふるさ
とキャリア教育「さめがわ学」の
ボランティアティーチャー（講
師）が情報を共有する場はでき
ているが、今後更に学校や地
域のキャリア教育活動を活性
化していく必要があり、一部に
捉われず幅広い活動を行う。ま
た、現在は地域コーディネー
ターを教育委員会が担っている
ため、今後地域コーディネー
ターの確保は課題である。

・更にふるさとキャリア教育「さめがわ学」を
充実させるために、ボランティアティー
チャー（講師）の人数を増やしていく。（10人
→12人）また、小学校での活動だけではな
く、総合的な探究の時間を確保しながら、中
学校のキャリア教育活動を充実させる。（2
回→10回）
・さめがわ学だけに捉われず、村の公民館
活動も巻き込んで、キャリア教育を充実させ
る。
・地域コーディネーターの確保（0人→2人）

地域学校協働活動は、鮫川小学校１年生か
ら鮫川中学校３年生までの９年間、系統性
のある社会に開かれた教育課程を実施し、
ふるさとキャリア教育「さめがわ学」で、地域
の歴史、文化、農業、自然に触れ地域の
方々を講師に迎えて体験活動を行った。ま
た、子どもの学びや成長の支援、地域コミュ
ニティの活性化など公民館(地域)と学校が
連携して子どもの活動の場を増やし、１回あ
たり１０～２５人参加して年間約50回実施し
た。

学校・家庭・地域におけるキャリ
ア教育の推進と役割分担を明確
化することにより、地域との協働
が進み、体験活動の場が増え
る。

・ボランティアティー
チャー（講師）の数

10 人 12 16
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